
安
倍
首
相
は
、
消
費
税
が
低
所

得
ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
こ
と
を

認
め
な
が
ら
、
「
軽
減
税
率
」
な

ど
の
対
策
で
「
緩
和
で
き
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。
塩
川
議
員
は
、

勤
労
単
身
者
（
年
収
別
で
最
も
数

が
多
い
２
０
０
万
円
台
の
層
）
の

１
カ
月
当
た
り
の
支
出
が
、
２
０

０
０
年
の
１
８
万
円
か
ら
２
０
１

８
年
に
は
１
７
万
円
に
減
少
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
、
食
料
費
・

住
居
費
・
被
服
費
・
教
養
娯
楽

費
が
軒
並
み
減
る
一
方
、
光
熱
水

費
・
社
会
保
険
料
は
増
加
し
て
い

る
と
指
摘
し
ま
し
た
（
左
の
グ
ラ

フ
参
照
）。「
こ
の
よ
う
な
単
身
者

に
増
税
対
策
の
恩
恵
は
あ
る
の
か
」

と
た
だ
し
ま
し
た
。

茂
木
経
済
再
生
大
臣
は
「
一
定

の
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

る
」
と
述
べ
、
「
自
動
車

や
マ
ン
シ
ョ
ン
を
買
う
時

も
減
税
措
置
は
と
ら
れ
る
」

な
ど
と
答
弁
。
塩
川
議
員

は
「
住
居
費
が
減
っ
て

い
る
の
に
、
な
ぜ
マ
ン
シ
ョ

ン
が
購
入
で
き
る
の
か
。

恩
恵
が
及
ば
な
い
こ
と
が

は
っ
き
り
し
た
」
と
指
摘

し
、
「
対
策
」
の
多
く
は

住
民
税
非
課
税
世
帯
向
け

や
需
要
平
準
化
対
策
と
し

て
行
う
も
の
で
「
ま
や

か
し
だ
」
と
批
判
し
ま
し

た
。
茂
木
大
臣
は
、
低
所

得
の
夫
婦
高
齢
者
世
帯
へ
の
恩
恵

に
つ
い
て
も
、
高
等
教
育
や
学
費

の
免
除
な
ど
的
外
れ
な
「
対
策
」

を
列
挙
し
ま
し
た
。

消
費
税
導
入
か
ら
３
０
年
、
国

民
が
支
払
っ
た
消
費
税
は
総
額
３

７
２
兆
円
、
一
方
、
同
じ
３
０
年

間
の
法
人
税
減
税
の
総
額
は
２
９

１
兆
円
で
消
費
税
の
８
割
が
そ
の

穴
埋
め
に
消
え
て
い
ま
す
。

塩
川
議
員
は
「
税
制
は
、
力
の

あ
る
人
が
力
に
応
じ
て
支
払
う
応

能
負
担
を
つ
ら
ぬ
き
、
生
計
費
に

は
課
税
せ
ず
、
累
進
性
に
す
る
の

が
基
本
。
税
制
そ
の
も
の
を
見
直

す
べ
き
だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
。
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・
18
～
21
▼
県
議
会
本

会
議
に
出
席

２
・
19
▼
西
船
橋
駅
南
口

で
宣
伝

２
・
20
▼
平
和
民
主
革
新

を
め
ざ
す
船
橋
の
会
宣
伝

２
・
21
▼
安
倍
内
閣
の
退

陣
を
求
め
る
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
参
加

２
・
22
▼
県
民
の
森
の
ト

イ
レ
改
修
で
聞
き
取
り

２
・
23
▼
Ｊ
Ｃ
Ｐ
サ
ポ
ー

タ
ー
学
習
会
で
報
告
／
日

本
共
産
党
演
説
会

２
・
24
▼
松
崎
さ
ち
市
議

と
市
内
宣
伝
／
安
田
ス
ス

ム
市
民
運
動
部
長
と
二
宮

飯
山
満
セ
ン
タ
ー
び
ら
き

２
・
25
～
27
▼
県
議
会
予

算
委
員
会
を
傍
聴

２
・
26
▼
金
沢
和
子
市
議

と
船
橋
駅
南
口
で
宣
伝

２
・
28
▼
商
工
労
働
企
業

常
任
委
員
会
で
質
疑

３
・
１
▼
西
船
橋
駅
宣
伝

３
・
２
▼
中
沢
学
市
議
と

教
職
員
支
部
で
報
告
／
浅

野
ふ
み
子
党
県
副
委
員
長

と
岩
井
友
子
事
務
所
開
き

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

３
・
３
▼
南
浜
診
療
所
春

の
つ
ど
い
で
あ
い
さ
つ
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丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

日
本
共
産
党
の
塩
川
鉄
也
議
員
は
２
月
２
５
日
の
衆
院
予
算

委
員
会
で
、
所
得
が
低
い
ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
消
費
税
は
、

低
所
得
者
世
帯
の
暮
ら
し
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
と
指
摘
。
１
０
％
へ
の
増
税
を
中
止
し
て
税
制
を
見
直
す
べ

き
だ
と
迫
り
ま
し
た
。

「
定
数
内
欠
員
補
充
講
師
」
と

い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。公

立
小
学
校
な
ど
で
、
正
規
の

教
諭
以
外
に
１
年
単
位
で
県
教
育

委
員
会
が
雇
用
す
る
先
生
で
す
。

「
臨
時
の
講
師
」
で
す
が
授
業
は

正
規
の
先
生
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ

う
に
行
い
ま
す
。
学
級
担
任
も
受

け
持
ち
ま
す
。
や
っ
て
い
る
こ
と

は
変
わ
ら
な
い
の
に
、
次
の
年
の

継
続
雇
用
の
保
障
は
あ
り
ま
せ

ん
。
「
臨
時
の
講
師
」
の
た
め
給

料
に
も
差
が
出
ま
す
。

年
収
に
つ
い
て
の
千
葉
県
教
育

委
員
会
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
そ
の

差
は
勤
続
１
０
年
で
８
０
万

円
、
定
年
の
と
き
に
は
２
０

０
万
円
を
超
え
ま
す
（
左
表

参
照
）。

と
こ
ろ
が
千
葉
県
で
は
、
「
臨

時
の
講
師
」
を
正
規
の
先
生
と
ほ

ぼ
同
数
、
雇
用
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
正
規
の
先
生
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。
左
上
の
グ
ラ
フ
は
県
教

育
委
員
会
の
資
料
を
も
と
に
日
本

共
産
党
千
葉
県
議
団
が
作
成
し
た

も
の
で
す
が
、
本
来
、
毎
年
３
０

０
０
人
程
度
の
採
用
が
必
要
な
の

が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
千
葉
県

で
は
、
正
規
教
諭
の
採
用
を
半
分

に
抑
え
て
、
残
り
半
分
を
臨
時
的

講
師
で
配
置
し
て
い
ま
す
。

１
年
契
約
で
す
か
ら
、
次
の
年

度
も
採
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
不
安
定
な
状
況
で
働
い
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
や
り
方
は
、

先
生
に
と
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
、
い
い
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。

日
本
共
産
党
は
、
教
員
と
し
て

必
要
な
人
数
は
、
す
べ
て
正
規
教

員
で
確
保
す
べ
き
だ
と
求
め
て
い

ま
す
。


